
平成２８年 ９月定例議会号平成２８年 ９月定例議会号

議会だより　108 号議会だより　108 号

□
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
３
号
）

　

１
億
４
０
９
０
万
円
が
追
加
さ

れ
予
算
額
が
58
億
６
４
６
１
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費

　

補
助
金　
　
　
　

３
３
０
万
円

・
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

２
６
５
万
円

・
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金

　

（
農
業
）　
　
　

５
０
７
０
万
円

・
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金

　

（
水
産
業
）　
　
　

３
０
０
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

▲
１
７
０
０
万
円

・審議した議案①

　第３回定例会が９月１４日から１６日の間で

開催され、一般会計補正予算など８件の議案審

議を行い、いずれも原案のとおり可決しました。

高
齢
者
福
祉
住
宅
　
設
計
業
務
委
託
料
７
７
１
万
円
を
補
正

平
成
29
年
５
月
新
築
工
事
を
目
指
し
て

審 

議 

し 

た 

議 

案

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
建
設
事
業

　

費
債　
　
　
　

６
２
８
０
万
円

・
臨
時
財
政
対
策
債

２
７
２
１
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
負
担
金

２
６
５
万
円

・
町
有
建
物
解
体
撤
去
工
事

　

（
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
住
宅
）

３
３
１
万
円

・
臨
時
福
祉
給
付
金　

３
３
０
万
円

・
高
齢
者
福
祉
住
宅
新
築
工
事
設

　

計
業
務
委
託
料　

７
７
１
万
円

・
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
推
進
事

　

業
費
補
助
金　
　

２
１
１
万
円

・
農
業
担
い
手
確
保
支
援
事
業
費

　

補
助
金　
　
　

２
９
５
０
万
円

・
安
定
経
営
生
産
拡
大
事
業
費
補

　

助
金　
　
　
　

１
５
５
０
万
円

・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
活
用
事
業
費
補
助
金

　

５
７
０
万
円

・
衛
生
管
理
容
器
導
入
事
業
費
補

　

助
金　
　
　
　
　

５
９
０
万
円

・
公
営
住
宅
解
体
工
事
（
富
武
士

　

共
和
団
地
）　
　

９
５
２
万
円

２

農
業
生
産
拡
大
の
た
め
防
除
機
械
購
入
を
補
助　

１
５
５
０
万
円

解体予定の富武士共和団地６～８号棟

第３回定例会

予　

算

一般会計
補正予算

・
重
機
等
借
上
料
（
道
路
河
川
災

　

害
復
旧
費
）　

１
０
２
１
万
円

・
佐
藤
の
沢
川
災
害
復
旧
工
事

７
１
３
万
円

・
重
機
等
借
上
料
（
簡
易
水
道
施

　

設
災
害
復
旧
費
）
４
１
８
万
円

□
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算（

第
２
号
）

　

１
０
５
万
円
が
追
加
さ
れ
予
算

額
が
９
億
８
５
１
３
万
円
に
な
り

ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
国
保
制
度
関
係
業
務
準
備
事
業

　

費
補
助
金　
　
　
　
　

59
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
北
海
道
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム

　

協
議
会
負
担
金　
　
　

59
万
円

□
平
成
28
年
度
公
共
下
水
道
特

　

別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
重
機
等
借
上
料
（
農
業
用
施
設

　

災
害
復
旧
費
）　

５
２
７
万
円

３

　　　　・審議した議案②

　　　　・補正予算質疑の中から

　

４
１
７
万
円
が
追
加
さ
れ
予
算

額
が
２
億
４
９
３
９
万
円
に
な
り

ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
一
般
会
計
繰
入
金
４
１
７
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
水
位
調

　

節
計
更
新
工
事　

４
１
７
万
円

□
平
成
28
年
度
介
護
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

２
８
４
万
円
が
追
加
さ
れ
予
算

額
が
５
億
３
１
２
２
万
円
に
な
り

ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
前
年
度
繰
越
金　

２
１
４
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
国
庫
負
担
金
等
返
還
金２

８
４
万
円

□
網
走
地
方
教
育
研
修
セ
ン

　

タ
ー
組
合
規
約
の
変
更

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
関
連
す
る
規
約
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。

□
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

　

及
び
字
の
区
域
の
変
更

　

若
里
漁
港
埋
め
立
て
に
伴
い
生

じ
た
新
た
な
土
地
を
陸
地
と
す
る

た
め
、
議
会
の
確
認
及
び
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

□
町
道
路
線
の
変
更

　

浜
佐
呂
間
零
号
道
路
の
災
害
復

旧
事
業
に
伴
い
、
当
該
町
道
が
路

線
延
長
減
と
な
る
た
め
、
道
路
台

帳
の
修
正
を
行
う
も
の
で
す
。

□
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

　

審
査
会
委
員
の
任
命
同
意

　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
委
員
と
し
て
、
次
の
方
の
任

命
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

◎
仁
倉　
　
　

内 

藤 

学 

峰　

氏

◎
朝
日　
　
　

眞 

如 

智 

子　

氏

◎
若
佐　
　
　

桐
山 

美
津
代　

氏

◎
浜
佐
呂
間　

村 

岡 

竹 

雄　

氏

◎
永
代
町　
　

伊 

藤 

雅 

晃　

氏

□
副
町
長
の
選
任
同
意

　

副
町
長
と
し
て
、
次
の
方
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

◎
永
代
町　
　

斉 

藤 

裕 

美　

氏

□
介
護
職
員
養
成
修
学
資
金
貸

　

付
条
例
の
制
定

　

町
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
人
材
確
保
の
た
め
、
介
護
福

祉
士
の
資
格
取
得
を
目
指
す
学
生

へ
、
月
額
５
万
円
以
内
を
無
利
子

で
貸
付
す
る
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

第３回定例会

そ
の
他

同　

意

◎
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ブ
ラ
ン
ド

　

化
推
進
事
業
に
つ
い
て

【
質
問
】
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
の

魅
力
向
上
の
た
め
に
、
抜
本
的
な

見
直
し
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
答
弁
】
こ
れ
ま
で
コ
ー
ス
の
変

更
や
有
名
人
の
招
へ
い
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
し
た
が
、
参
加

増
に
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
、
活
性
化
交
付
金
を
利
用
し
、

他
地
域
の
視
察
や
関
係
機
関
の
意

見
の
取
り
入
れ
に
よ
り
、
参
加
増

を
図
り
ま
す
。

◎
公
営
住
宅
解
体
工
事
に

　

つ
い
て

【
質
問
】
富
武
士
共
和
団
地
の
解

体
工
事
に
つ
い
て
、
入
居
中
の
３

戸
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

【
答
弁
】
１
戸
は
、
10
月
末
に
退

去
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

残
り
２
戸
に
つ
い
て
も
、
近
い
う

ち
に
退
去
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

強
制
的
な
移
転
で
は
な
い
た
め
、

補
償
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　副町長の選任同意など９件の人事案件につい

て同意しました。

条　

例

 

介護職員の人材確保は急務

□
教
育
長
の
選
任
同
意

　

教
育
長
と
し
て
、
次
の
方
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

◎
宮
前
町　
　

仲 

川 

倫 

則　

氏

□
教
育
委
員
の
任
命
同
意

　

教
育
委
員
と
し
て
、
次
の
方
の

任
命
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

◎
幸
町　
　
　

江 

刺 

徳 

明　

氏

◎
西
富　
　
　

福 

岡 

美 

亜　

氏



平成２８年 ９月定例議会号平成２８年 ９月定例議会号

議会だより　108 号議会だより　108 号

□
平
成
27
年
度
各
会
計
歳
入
歳

　

出
決
算
認
定

　

議
長
及
び
議
会
選
出
監
査
委
員

を
除
く
議
員
８
名
の
構
成
に
よ
る

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
審
議
し
た
結
果
、
委
員
会
と
し

て
は
原
案
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

認　

定

４

第３回定例会

・審議した議案③

報　

告

意
見
書

□
継
続
費
精
算
報
告
書

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
新
築
工
事

の
完
了
に
伴
う
精
算
に
つ
い
て
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

□
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

　

不
足
比
率

　

監
査
委
員
の
審
査
意
見
書
と
と

も
に
報
告
が
な
さ
れ
、
財
政
健
全

化
審
査
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計

が
黒
字
の
た
め
【
実
質
赤
字
比

率
】
及
び
【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】

に
お
い
て
は
比
率
な
し
、
【
実
質

公
債
費
比
率
】
も
早
期
健
全
化
基

準
の
25
％
を
大
き
く
下
回
る
６
・

３
％
で
あ
り
、
【
将
来
負
担
比
率
】

も
算
定
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
本

町
の
財
政
は
健
全
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
健
全
化
審
査
で
は
、

簡
易
水
道
及
び
公
共
下
水
道
特
別

会
計
と
も
に
資
金
不
足
比
率
は
な

し
で
、
現
段
階
で
は
２
つ
の
企
業

会
計
と
も
経
営
は
健
全
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　　　　　　　　 　 健　全　化　判　断　比　率　　　　（単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
—

（１５．０）

—

（２０．０）

６．3

（２５．０）

—

（３５０．０）

（　）書きは早期健全化基準

　　　　　　資　金　不　足　比　率　　　　 （単位：％）

特別会計の名称 資金不足比率 備　　考

簡易水道特別会計 — 経営健全化基準

２０．０％公共下水道特別会計 —

□
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

　

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

　

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
森
林
の

整
備
保
全
を
着
実
に
進
め
、
森
林

資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る
林
業
・

木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現

す
る
た
め
の
安
定
的
な
財
源
確
保

を
求
め
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、

関
係
大
臣
宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

□
「
新
た
な
高
校
教
育
に
関
す

　

る
指
針
」
の
見
直
し
を
求
め

　

る
意
見
書

　

道
教
委
は
新
た
な
高
校
教
育
に

関
す
る
指
針
に
基
づ
き
、
１
学
年

４
～
８
学
級
を
望
ま
し
い
学
校
規

模
と
し
、
再
編
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
結
果
、
こ
の
10
年
で

道
立
高
校
36
校
が
閉
校
と
な
り
、

教
育
の
機
会
均
等
を
侵
す
状
況
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
地
域
の
高

校
が
高
校
と
し
て
機
能
を
果
た
せ

る
よ
う
、
指
針
を
見
直
し
、
子
ど

　報告２件の審議を行い、いずれも了承しまし

た。また、平成２７年度各会計歳入歳出の決算

を認定しました。また、４件の意見書を可決し、

関係省庁に提出しました。

も
の
学
ぶ
権
利
を
保
障
し
、
機
械

的
な
統
廃
合
を
行
わ
な
い
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
北

海
道
な
ど
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

□
特
別
支
援
学
校
の
「
設
置
基

　

準
」
策
定
を
求
め
る
意
見
書

　

特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒

数
が
増
加
し
教
室
が
不
足
し
て
お

り
、
適
正
な
施
設
の
管
理
運
営
、

児
童
・
生
徒
の
快
適
な
学
習
環
境

の
充
実
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環

境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
特
別
支

援
学
校
の
設
置
基
準
の
策
定
を
求

め
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
関
係

大
臣
宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

□
農
政
改
革
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
拙
速

　

な
国
会
承
認
の
反
対
及
び
酪

　

農
対
策
の
確
立
に
関
す
る
要

　

望
意
見
書

　

生
産
現
場
を
置
き
去
り
に
し
た

官
邸
主
導
の
規
制
改
革
・
効
率
優

先
の
農
政
を
改
め
、
持
続
可
能
な

農
業
生
産
と
農
村
社
会
の
維
持
を

担
う
家
族
農
業
な
ど
を
守
り
育
て

る
基
本
政
策
の
確
立
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

拙
速
な
国
会
承
認
を
行
わ
な
い
こ

と
、
更
に
安
心
し
て
酪
農
・
畜
産

経
営
が
持
続
で
き
る
政
策
を
確
立

並
び
に
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
制

度
の
根
幹
を
堅
持
す
る
よ
う
求
め

る
要
望
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
関

係
大
臣
宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
三

田
委
員
長
よ
り
、
各
会
計
の
決
算

を
認
定
す
る
旨
の
審
査
結
果
報
告

が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

５

区　　　分 最終予算額 歳入決算額 歳出決算額 収支差引

一 般 会 計 59 億 6,894 万円 59 億 114 万円 56 億 8,265 万円 2 億 1,849 万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 2 億 6,217 万円 2 億 6,341 万円 2 億 5,333 万円 1,008 万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 9 億 8,522 万円 9 億 9,033 万円 9 億 4,571 万円 4,462 万円

公 共 下 水 道 特 別 会 計 2 億 4,675 万円 2 億 4,822 万円 2 億 3,720 万円 1,102 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 5 億 2,284 万円 5 億 2,376 万円 5 億 1,107 万円 1,269 万円

介護サービス事業特別会計 2 億 3,840 万円 2 億 4,426 万円 2 億 3,196 万円 1,230 万円

後期高齢者医療特別会計 8,270 万円 8,313 万円 8,220 万円 93 万円

合　　　計 83 億 702 万円 82 億 5,425 万円 79 億 4,412 万円 3 億 1,013 万円

平成 27 年度決算状況

平成 27 年度

一般会計決算

町税 7 億 2,601 万円
(12.3%)

分担金及び負担金 7,417 万円 (1.3%)

使用料及び手数料 1 億 5,807 万円 (2.7%)

諸収入 4,609 万円 (0.8%)

寄附金 1,533 万円 (0.3%)

財産収入 4,050 万円 (0.7%)

繰入金 1,118 万円 (0.2%)
地方交付税
 27 億 600 万円 (45.9%)

国庫支出金
 2 億 5,936 万円 (4.4%)
道支出金
 3 億 3,222 万円 (5.6%)

町債
 10 億 9,470 万円
 (18.6%)

地方消費税交付金 1億1,744万円 (2.0%)

地方譲与税 9,607 万円 (1.6%)

繰越金 2 億 166 万円 (3.4%)

その他 2,234 万円 (0.4%)

一般会計 歳出 （支出）

56 億 8,265 万円

一般会計 歳入 （収入）

59 億 114 万円

総務費
 15 億 2,572 万円
 (36.7%)

衛生費
 12 億 2,801 万円
 (29.5%)

公債費
 6 億 780 万円 (14.6%)

教育費
 4 億 4,816 万円 (10.8%)

民生費
 4 億 4,430 万円 (10.7%)

諸支出金
 3 億 5,420 万円 (8.5%)

農林水産業費
 3 億 2,813 万円 (7.9%)

土木費 2 億 7,915 万円 (6.7%)

　

平
成
27
年
度
の
財
政
運
営
状
況

は
、
全
国
的
な
景
気
動
向
は
緩
や

か
な
回
復
と
は
い
え
、
地
方
は
景

気
回
復
が
見
込
め
ず
厳
し
い
環
境

の
中
、
過
疎
債
な
ど
の
有
利
な
起

債
を
借
り
入
れ
、
負
担
増
を
最
小

限
に
抑
え
な
が
ら
財
源
を
確
保
し

て
お
り
ま
す
が
、
使
用
料
等
の
収

入
未
済
額
が
増
加
し
て
お
り
、
適

切
な
徴
収
事
務
の
執
行
に
一
層
努

力
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
国
、
道
補
助
金
な

ど
の
財
源
確
保
に
努
め
、
人
件
費

の
抑
制
や
内
部
管
理
費
の
見
直
し

を
継
続
し
つ
つ
、
地
域
医
療
の
再

編
整
備
、
第
１
次
産
業
の
基
盤
整

備
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
財
政
運
営
は
町
民
生
活

の
安
全
・
安
心
の
向
上
や
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
町
民

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
コ
ス
ト
意
識

を
持
っ
て
事
業
の
費
用
対
効
果
を

検
証
す
る
と
と
も
に
、
将
来
世
代

に
過
度
の
負
担
を
残
す
こ
と
の
な

い
よ
う
な
行
財
政
運
営
に
努
め
る

こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

決算審査

特別委員会

委員長報告

（要旨）

消防費 2 億 1,789 万円 (5.2%)

商工費 1 億 451 万円 (2.5%)

災害復旧費 8,271 万円 (2.0%)
議会費 6,206 万円 (1.5%)

自主財源
 （町税・使用料・諸収入など）

10 億 7,135 万円

依存財源
（地方交付税・町債・国・道支出金など）

48 億 2,979 万円


